
九州地区大会 2026

10月19日（月） 福岡国際会議場
【第一部】11:00～12:00 ビデオ上映
【第二部】13:00～16:55 講演

主 催 ： 一般財団法人 日本規格協会 福岡支部

後 援 ： 経済産業省 九州経済産業局
 J IS登録認証機関協議会
 日本クオリティ協議会

協 賛 ： 一般社団法人 セメント協会 九州セメント技術委員会
 全国生コンクリート工業組合連合会 九州地区本部

九州地区大会

九州経済産業局



九州

第二部 プログラム

第一部 プログラム

福岡国際会議場 3階メインホール
福岡市博多区石城町２－１

標準化と品質管理九州地区大会2026 事務局
〒812-0025 福岡市博多区店屋町1-31 博多アーバンスクエア内
MAIL : fukuoka8@jsa.or.jp

● 博多駅よりバス「博多駅西日本シティ銀行前Fのりば88番・99番・BRT」約12分

● 天神よりバス「ソラリアステージ前2Aのりば80番・BRT」約10分

16:45-16:55

15:20-15:35

14:05-14:20

13:20-14:05

11:00-12:00

13:00 -13:10

13:10-13:20

15:35-16:45

JISマーク表示制度　～指摘事項・よい事例等、最新審査情報～

                   JIS登録認証機関協議会 株式会社マネジメントシステム評価センター
   製品認証部担当部長 兼品質管理室担当室長(製品認証) 　原口 徹也
経済産業省が推進するJIS規格の総ざらいレビューでは、JIS規格と公共調達との連携を強化する検討が進められて
おり、品質と信頼性を客観的に証明し認証する「JISマーク表示制度」の価値や期待は一段と高まっています。本プロ
グラムでは、JIS認証の最新情報や審査現場での指摘・是正事例を共有し、適切な品質管理体制を維持するための実
践的なヒントを提供します。

あらゆるコストが上昇する今、単なる経費削減だけでは収益力の低下を防げません。いま企業に求められているのは、
現場の一人ひとりが自発的に課題を見つけ、解決する「改善文化」の定着です。しかし、多くの現場では「日々の業務に
追われ、人が育たない」「技術が属人化している」という課題を抱えています。講演では、技術力を次世代に継承し、
現場が自走し始める「人を育てるしくみ」を紹介します。厳しい環境を乗り越える強い現場をつくりましょう。

近年多発する品質不正の発生を鑑み、どうすれば品質不正をなくせるのかを品質不正をする人の気持ちからアプローチする事で、「なぜ品質
不正が発生するのか」を示し、「どうすれば品質不正をなくせるのか」を実現する方策を提案します。「組織の不合理の理解」、「経営トップのコ
ミットメント」、「企業風土の醸成」、「不正防止の考え方」、「品質管理(改善)」を教育することで不正防止意識を向上し品質不正の撲滅を図る
ものです。自身の経験を踏まえた事例を交え、さらに品質不正教育の実務とその効果の確認方法についても加えてご紹介いたします。

14:20-15:20

「利益を生む現場」への変革！　改善文化の定着マネジメント
ひさの中小企業診断士事務所　代表　久野 靖治

品質不正を防ぐ教育　　　　　　　　　　            標準化戦略研究会 　實原 信昭ビデオ上映

経済産業省ではこれまで、「日本型標準加速化モデル」に基づき基準認証政策を進めてきた中、今後は、高市総理が掲げた「新技術立国」の実
現のために、「①標準（ISO/IEC等）を通じた国内外市場の開拓・確保」、「②標準（JIS規格）を活用した国内需要の喚起」、「③認証の取得による
海外市場の開拓・確保」の３つの視点でさらに政策を推進していきます。本講演では、こうした政策の動向や今後の展望についてお話しします。

今後の基準認証政策について 経済産業省 イノベーション・環境局　　　　　　　  
基準認証政策課　課長補佐　辻井 翔太


